
厚生労働省発基 第 0704002 号 

平成 1 5 年 7 月 4  日 

都道府県労働局長 殿 

厚生労働事務次官 

( 公印省略 ) 

労働基準法の 一部を改正する 法律について 

労働基準法の 一部を改正する 法律 ( 平成 1 5 年法律 第 1 04 号 ) に ob 、 ・ ては 、 本年 3 日 月 7 に第 1 5 6 回国会に提出され、 審議が重ねられてきたところであ るが、 0 Ⅰ 広 u 

回国会において 一部修正の上 6 月 2 7 日に可決成立し、 本日公布されたところであ る。 

この法律 は 、 公布の日がら 起算して 6 ヵ・明を超えない 範囲内において 政令で定める 日か 

ら施行される。 

我が国の経済社会が 大きく 変ィト する中で、 その活力を維持。 向上させていくためには、 

産業構造・企業活動の 変化や労働者の 就業意識の変化に 対応しつつ、 個人が持てる 力を 

有効に発揮できる 社会を実現していくことが 必要となっている。 

今回の労働基準法の 改正 は 、 そのような社会の 実現を目指し、 労働者が主体的に 多様 

な働き方を選択できる 可能性を拡大するとともに、 働き方に応じた 適正な労働条件を 確 

保し、 紛争の防止や 解決にも資するよ う 、 労働契約や労働時間など 働き方に係るルール 

の 見直しを行うためのものであ り、 その主たる内容は 下記のとおりであ る。 

この法律の施行のために 必要な関係 政 省令等については、 今後、 労働政策審議会に 諮 
り 、 その答申を得て、 制定することとしている。 貴職におかれてほ、 この法律の口 渇 な 

施行に万全を 期すため、 以上のことを 十分御理解の 上、 所要の準備に 努められたく、 命 

により通達する。 

- 一 口 一 一 己 

1  有期労働契約 ( 第 1 4 条関係 ) 

(1) 期間の定めのあ る労働契約については、 一定の事業の 完了に必要な 期間を定め 

るもののほか は 、 契約期間の上限を 3 年 ( 次のいずれかに 該当する労働契約にあ っ 

ては、 5 年 ) とするものとしたこと。 

の 専門的な知識、 技術又は経験 ( 以下「専門的知識等」という。 ) であ って高度 

のものとして 厚生労働大臣が 定める基準に 該当する専門的知識等を 有する労働者 

( 当該高度の専門的知識等を 必要とする業務に 就く者に限る。 ) との間に締結さ 

れる労働契約 

② 満 6 0 歳 以上の労働者との 間に締結される 労働契約 ( ①に掲げる労働契約を 除 

く 0) 
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(2)  厚生労働大臣は、 期間の定めのあ る労働契約の 締結時及び当該労働契約の 期間 

の満了時において 労働者と使用者との 間に紛争が生ずることを 未然に防止するた 

め 、 使用者が講ずべき 労働契約の期間の 満了に係る通知に 関する事項その 他必要な 

事項についての 基準を定めることができるものとしたこと。 

(3)  行政官庁ほ、 (2) の基準に関し、 期間の定めのあ る労働契約を 締結する使用者に 

対し、 必要な助言及び 指導を行 う ことができるものとしたこと。 

2  解雇 ( 第 1 8 条の 2 関係 ) 

解雇は、 客観的に合理的な 理由を欠き、 社会通念上相当であ ると認められない 場合 

は 、 その権 利を濫用したものとして、 無効とするものとしたこと。 

3  解雇理由の明示 ( 第 2 2 条関係 ) 

労働者が、 解雇の予告がされ だ 日から退職の 日までの間において、 当該解雇の理由 

を記載した文書の 交付を請求した 場合においてば、 使用者は、 遅滞なくこれを 交付し 
ヰコ l 、 口目 ユ @  l 、 よヰ Ⅰ。 ょト l t ょ 力Ⅰ ' . '  二た一 %@     
/ より 4 Ⅱ よ / より / よ v . むソ / 亡し / こし・ こ 。 

4  専門業務型裁量労働 制 ( 第 3 8 条の 3 関係 ) 

専門業務型裁量労働制の 導入に当たって 労使協定で定めなければならない 事項とし 

て 、 専門業務型裁量労働制の 対象業務に従事する 労働者の労働時間の 状況に応じた 当 

該 労働者の健康及び 福祉を確保するための 措置並びに当該労働者からの 苦情の処理に 

関する措置を 当該協定で定めるところに よ り使用者が講ずることとする 冒 その他厚生 

労働省令で定める 事項を追加するものとしたこと。 

5  企画業務型裁量労働 制 ( 第 3 8 条の 4 関係 ) 

(1) 企画業務型裁量労働制の 対象とする事業場は、 事業運営上の 重要な決定が 行わ 

れる事業場に 限定しないものとしたこと。 

(2) 企画業務型裁量労働制の 導入に当たって 労使委員会が 行 う 決議の要件は、 その 

委員の 5 分の 4 以上の多数とするものとしたこと。 

(3)  労使委員会の 委員のうち、 労働者を代表する 委員について、 当該事業場の 労働 

者の過半数の 信任を得ていることとする 要件は、 廃止するものとしたこと。 

(4)  労使委員会の 設置に係る行政官庁に 対する届出は、 廃止するもめとしたこと。 

(5)  企画業務型裁量労働制を 導入した使用者が 定期的に報告を 行 う 事項は、 その 対 

象 となる労働者の 労働時間の状況に 応じた当該労働者の 健康及び福祉を 確保する 

ための措置の 実施状況に限るものとしたこと。 

(6)  労使委員会において、 労働時間に関して 労使協定により 定めることとされてい 

る 事項について 決議を行 う 場合の当該決議の 要件は、 その委員の 5 分の 4 以上の 

多数とするものとしたこと。 

6  就業規則 ( 第 8 9 条関係 ) 

就業規則の記載事項のうち、 退職に関する 事項に解雇の 事由を含むことを 明らかに 
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するものとしたこと。 

7  有期労働契約についての 暫定措置 ( 第 1 3 7 条関係 ) 

期間の定めのあ る労働契約 ( 一定の事業の 完了に必要な 期間を定めるものを 除き、 

その期間が 1 年を超えるものに 限る。 j を締結しだ労働者 ( 第 1 4 条 第 1 項 各号に 規 

足 する労働者を 除く。 ) は、 8(2) の措置が講じられるまでの 間、 民法第 628 条の規 

定にかかわらず、 当該労働契約の 期間の初日から 1 年を経過した 日以後においては、 

その使用者に 申し出ることにより、 いつでも退職することができるものとしたこと。 

8  附則 

(1) 施行期日 ( 附則男 1 条 関係 ) 

この法律は、 公布の日がら 起算して 6 月を超えない 範囲内において 政令で定め 

る 日から施行するものとしだこと。 

(2) 検討 ( 附則第 3 条関係 )   
一 収肘は、 ， +"" この法律の施行後 3 年を経過じた こおいて・ 場ハサ ， -" 口 . 、 - 、 侍 第 1 4 朱の規定 "  "- " 十 こつ 

いて、 その施行の状況を 勘案しっ っ 検討を加え、 その結果に基づいて 必要な措置 

を講ずるものとしたこと。 

(3) 経過措置等 

イ この法律の施行に 関し必要な経過措置を 定めるものとしたこと。 

ロ 関係法律について 所要の改正を 行 う ものとしたこと。 
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平
成
一
六
年
四
月
一
日
か
ら
施
行
 

 
 

な
ら
な
い
こ
と
と
し
た
 弍
 第
二
二
条
第
二
項
開
聞
・
 
民
 浩
生
空
八
二
八
条
の
規
定
に
か
か
わ
ら
ず
 

る
た
め
の
無
利
子
の
資
金
の
貸
付
け
を
行
う
こ
 

 
 

い
て
は
、
公
布
の
日
か
ら
施
行
す
る
こ
と
と
し
㈲
就
業
 
規
則
の
記
載
事
項
の
う
ち
、
退
職
に
閲
す
る
 

 
 

と
 。
 -
 

事
項
に
解
雇
の
事
由
を
含
む
こ
と
を
明
ら
か
に
す
る
い
っ
 で
も
退
職
 
9
 
ム
 る
こ
と
が
で
き
る
こ
と
と
し
た
 

引
 に
係
る
米
穀
の
買
受
け
に
係
る
債
務
（
当
該
 N
 
 こ
の
 法
律
の
施
行
の
日
か
ら
起
算
し
て
二
年
を
超
 
こ
と
と
し
た
。
（
第
八
九
条
第
三
号
関
係
）
 

一
 三
七
条
関
係
 
@
 

債
務
の
履
行
に
必
要
な
資
金
の
借
入
れ
に
係
る
 
え
 四
年
を
超
え
な
い
範
囲
内
に
お
い
て
政
令
で
定
め
 
3
.
 栽
 量
 労
働
 制
 

5
 
 検
討
 

債
務
を
含
む
ご
を
保
証
す
る
こ
と
。
 

6
 日
ま
で
の
間
は
、
基
本
指
針
に
お
い
て
、
地
域
別
 円
 
専
門
業
務
型
裁
量
労
働
制
の
導
入
に
当
た
っ
て
 

労
 

政
府
 は
 、
こ
の
法
律
の
施
行
後
三
年
を
経
過
 

目
 
政
府
は
、
機
構
に
対
し
、
㈲
の
Ⅲ
に
掲
げ
る
 

業
 

の
 米
穀
の
生
産
の
目
標
数
量
を
追
加
し
て
定
め
る
も
 
使
 協
定
で
定
め
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
事
項
と
し
て
 
合
 に
お
い
て
、
 ニ
の
 法
律
に
よ
る
改
正
後
の
労
 

務
 に
要
す
る
資
金
の
一
部
を
無
利
子
で
貸
し
付
け
 
の
と
し
た
。
（
附
則
第
二
条
第
三
項
関
係
）
 

専
門
業
務
型
裁
量
労
働
制
の
対
象
業
務
に
従
事
す
る
法
第
 一
四
条
の
規
定
に
つ
い
て
、
そ
の
施
行
の
 

 
 

る
こ
と
が
で
き
る
も
の
と
し
た
 
工
 第
一
七
条
 関
 

労
働
者
の
労
働
時
間
の
状
況
に
応
じ
た
当
該
労
働
者
勘
案
 し
っ
 つ
 検
討
を
加
え
、
そ
の
結
果
に
基
づ
い
 

に
係
小
 

）
 

金
 労
働
基
準
法
の
一
部
を
改
正
す
る
法
律
（
法
律
第
一
 

0
 

の
 健
康
及
び
福
祉
を
確
保
す
る
た
め
の
措
置
並
び
に
要
な
 措
置
を
講
ず
る
こ
と
と
し
だ
Ⅰ
 
附
 

米
穀
価
格
形
成
セ
ン
タ
Ⅱ
 

囲
 ⑬
 n
 
厚
生
労
働
省
 
-
 

ぎ
該
 労
働
者
か
ら
の
苦
情
の
処
理
に
関
す
る
措
置
を
係
 -
 
 
 

自
主
流
通
米
価
格
形
成
セ
ン
タ
 
l
 に
つ
い
て
、
 そ
工
 
有
期
 労
働
契
約
 

当
該
協
定
で
定
め
る
と
こ
ろ
に
よ
り
使
用
者
が
講
ず
 
6
 
こ
の
法
律
は
、
公
布
の
日
か
ら
起
算
し
て
 

六
 

0
 名
称
を
米
穀
価
格
形
成
セ
ン
タ
ー
（
以
下
「
セ
ン
 円
 
期
間
の
定
め
の
あ
る
労
働
契
約
に
つ
い
て
ほ
 

、
一
 

る
こ
と
と
す
る
 
冒
 そ
の
他
厚
生
労
働
省
令
で
定
め
る
 え
な
 い
 範
囲
内
に
お
い
て
政
令
で
定
め
る
日
か
ら
 

確
 

タ
ー
」
と
い
う
じ
に
改
め
る
と
と
も
に
、
セ
ン
タ
ー
 
定
の
事
業
の
完
了
に
必
要
な
期
間
を
定
め
る
も
の
の
 
事
項
を
追
加
す
る
こ
と
と
し
た
。
（
第
三
八
条
 

m
 
）
三
関
・
す
る
 こ
と
と
し
た
。
 

に
お
け
る
売
買
取
引
の
対
象
を
米
穀
一
般
に
拡
大
し
 
ほ
か
は
、
契
約
期
間
の
上
限
を
三
年
 
@
 
次
の
い
 ぶ
 
9
 れ
 

係
 ）
 

平成て 5 年 7 月 乙 日 金曜日 



  
  

  
  

  

 
 

 
 

  

  

  
  

  

  

  
@1 

@
@
 

：
 

仁
 

2
 
 
重
症
急
性
呼
吸
器
症
候
群
 

-
 
病
原
体
が
 

S
A
R
R
i
S
 

コ
 一
 

口
ナ
ウ
イ
ル
ス
で
あ
る
も
の
に
限
る
。
）
の
検
疫
に
つ
 

い
一
 

て
は
：
 
法
 第
二
章
及
び
第
四
章
（
 

法
 第
三
四
条
か
ら
 

第
 

四
 0
 条
 ま
で
を
除
く
。
）
の
規
定
を
準
用
す
る
こ
と
と
し
一
 

た
 。
 
釜
抽
 
二
条
関
係
）
 

3
 
 
こ
の
政
令
は
、
公
布
の
日
か
ら
起
算
し
て
・
 

一
 
0
 日
を
一
 

経
過
し
た
日
か
ら
施
行
し
、
施
行
の
日
か
ら
起
算
し
て
 

一
年
を
経
過
し
た
日
に
、
そ
の
効
力
を
失
う
こ
と
と
 

じ
 

た
 

 
 

  
自
主
的
な
努
力
を
支
援
す
る
こ
と
を
旨
と
す
る
と
と
も
に
、
 水
 出
 に
お
け
る
 稲
 以
外
の
作
物
の
生
産
の
振
興
に
関
 

す
る
施
策
そ
の
他
関
連
施
策
と
の
有
機
的
な
連
携
を
図
り
つ
つ
 

地
域
の
特
性
に
応
じ
て
、
こ
れ
を
行
う
よ
う
 努
 

め
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
 

第
三
条
甲
第
二
項
を
削
り
、
第
三
項
を
第
二
項
と
し
、
第
四
項
 
か
ら
第
十
四
項
ま
で
を
削
る
。
 

「
第
一
節
基
本
計
画
」
を
「
第
一
節
基
本
指
針
」
に
改
め
 

る
 。
 

第
四
条
の
見
出
し
を
削
り
、
同
条
第
一
項
 中
 
「
基
本
計
画
」
を
 

「
基
本
指
針
」
に
改
め
、
同
条
第
二
項
 中
 
「
甚
大
 

計
画
」
を
「
基
本
指
針
」
に
改
め
、
第
三
号
を
削
り
、
第
四
号
 
を
 第
三
号
と
し
、
第
五
号
か
ら
第
七
号
ま
で
を
削
り
、
 

第
八
号
を
第
四
号
と
し
、
第
九
号
を
第
五
号
と
し
、
同
条
第
三
 項
及
び
第
四
項
を
次
の
よ
う
に
改
め
る
。
 

3
 
 農
林
水
産
大
臣
は
、
前
項
第
二
号
に
掲
げ
る
事
項
を
定
め
 る
た
め
必
要
が
あ
る
と
き
 ぼ
 、
都
道
府
県
知
事
に
対
 

し
 、
資
料
の
提
出
そ
の
他
心
Ⅰ
 ょ
 協
力
を
求
め
る
こ
と
が
で
き
 る
 。
 

金
重
症
急
性
呼
吸
器
症
候
群
を
検
疫
法
華
二
十
四
条
の
感
 

染
症
の
種
類
と
し
て
指
定
す
る
等
の
政
令
（
政
令
第
三
 

0
 五
ロ
 

こ
 （
厚
生
労
働
省
）
 

ュ
 重
症
急
性
呼
吸
器
症
候
群
（
病
原
体
が
 

S
A
n
r
S
 

コ
 

ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
で
あ
る
も
の
に
限
る
ご
を
検
疫
 

法
 （
以
 

下
 「
 
法
 
」
と
い
う
ご
第
三
四
条
の
感
染
症
の
種
類
と
し
 

て
 
指
定
す
る
こ
と
と
し
た
。
（
第
一
条
関
係
）
 

  
「
第
四
十
一
条
 ｜
 第
四
十
六
条
」
に
、
「
第
七
十
二
条
 
｜
 第
八
十
一
 二
条
」
を
「
第
四
十
七
条
 ｜
 第
五
十
四
条
」
に
、
「
 第
 

八
十
四
条
 ｜
 第
九
十
二
条
」
を
「
第
五
十
五
条
 !
 第
六
十
二
条
 」
に
改
め
る
。
 

第
一
条
 申
 
「
計
画
的
な
」
を
「
適
正
か
っ
円
滑
な
」
に
改
め
る
  
 

第
二
条
第
一
項
 申
 
「
計
画
的
に
か
つ
」
を
削
り
、
同
条
第
二
項
 を
 同
条
第
三
項
と
し
、
同
条
第
一
項
の
次
に
次
の
 

一
項
を
加
え
る
。
 

n
z
 
 
政
府
 は
 、
前
項
に
規
定
す
る
生
産
調
整
の
円
滑
な
推
進
に
 
関
す
る
施
策
を
講
ず
る
に
当
た
っ
て
は
、
生
産
者
の
 

（
以
下
一
・
 

法
 
」
と
い
う
。
）
第
六
条
第
六
項
の
指
定
感
染
 

症
 
と
し
て
定
め
る
こ
と
と
し
た
。
（
第
一
条
関
係
 

-
 

2
.
l
 

た
 定
め
る
疾
病
に
係
る
措
置
に
つ
い
て
ほ
、
法
第
 

八
条
第
一
項
、
第
一
二
条
、
第
一
三
条
、
第
一
五
条
 

か
 

ら
 
第
二
五
条
ま
で
、
第
二
七
条
か
ら
第
三
二
条
ま
で
 

第
三
四
条
が
ら
第
四
口
 

-
 
条
 
ま
で
、
第
五
四
条
、
第
五
七
 

条
か
ら
第
五
九
条
ま
で
・
第
六
一
条
第
二
項
及
び
第
三
 

項
 
、
第
六
三
条
か
ら
第
六
五
条
ま
で
、
第
六
五
条
の
三
 

並
び
に
第
六
六
条
の
規
定
を
準
用
す
る
こ
と
と
し
た
。
 

宮
 
か
二
条
 

関
は
壌
 

3
 
 
こ
の
政
令
 

は
 
、
公
布
の
日
か
ら
起
算
し
て
 

一
 
0
 日
を
 

経
過
し
た
日
が
ら
施
行
し
、
施
行
の
日
か
ら
起
算
し
て
 

一
年
を
経
過
し
た
日
に
：
そ
の
効
力
を
失
う
こ
と
と
し
 

一
 
こ
 
J
 

  
 
 

 
 

@
 
色
 

基
本
指
針
（
第
四
条
）
 

 
 

 
 

三
十
六
条
 

@
 
に
 
、
「
第
六
十
六
条
 

｜
 
第
七
十
 

 
 

一
条
」
を
 

  
五四姉 第第 第二一 
節節節 三 二一節節 

に
 改
正
す
る
。
 

項
の
指
定
感
染
症
と
し
て
定
め
る
等
の
政
令
 
n
 政
令
第
 

三
 0
 四
号
）
（
厚
生
労
働
省
）
 

ェ
 

重
症
急
性
呼
吸
器
症
候
群
（
病
原
体
が
 S
A
R
S
 
コ
 ・
 

ロ
 ナ
ウ
ィ
・
ル
ス
で
あ
る
も
の
に
限
る
ご
を
感
染
症
の
予
 

防
及
び
感
染
症
の
患
者
に
対
す
る
医
療
に
関
す
る
法
律
   

法
律
第
百
三
号
 

主
要
食
糧
の
需
給
及
び
価
格
の
安
定
に
関
す
る
法
律
等
の
一
部
 
を
 改
正
す
る
法
律
 

@
 主
要
食
糧
の
需
給
及
 び
 価
格
の
安
定
に
関
す
る
法
律
の
一
部
 改
正
）
 

第
一
条
主
要
食
糧
の
需
給
及
び
価
格
の
安
定
に
関
す
る
法
律
 

（
平
成
六
年
法
律
第
百
十
三
Ⅰ
 
こ
 

  

の
 
一
部
を
次
の
よ
う
 

 
 

御
名
御
璽
 

ら
 施
行
す
る
こ
と
と
し
た
。
 

 
 

平
成
十
五
年
 

セ
月
 
四
日
 

金
重
症
急
性
呼
吸
器
症
候
群
を
感
染
症
の
予
防
及
び
感
染
 

症
の
患
者
に
対
す
る
医
療
に
関
す
る
法
律
第
六
条
第
六
 

内
閣
総
理
大
臣
小
泉
純
一
 
n
@
z
@
c
@
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L
L
 
Ⅰ
 

別
表
第
五
第
十
一
号
を
次
の
よ
う
に
改
め
る
。
 

十
一
削
除
 

み 2 号 8 

第 
十 @ 四条 

第住 本に第一 ム 

  

を 

次 ・ の項「第戸 四 法 帳 一部 条第 １ 「 こ、 
の を八 （政一第九 

よう 次 の三和） 千昭五項 た 六 五号 0 
  ょ条四 だ 柔皮 
改 う 第十 し第び 
め @ こ - 一 -"  一 "  垂 , ミ 圭一一 第 

項二 る 。 第 」を 改め 項 」 年法 O る 六・ 。 第 を「 第八 律 「第四 三ロ百し 

四十 五を九 
十一 条 r O 

芭 条第 Ⅰ 

第第号 
一玉串 

項一 た条 第 

にを し 一 0 条 政次 」 書」 項 策   
改正す るに 。 コ 三 0 

る 。 
条 目力士 」 @ 
/ ト 

コ 口 、「 第士 七条」を に 
「 ハ 
第二 

二
対
象
業
務
に
従
事
す
る
労
働
者
の
労
働
時
 
は
 -
 
と
し
 

て
 算
定
さ
れ
る
時
間
 

三
対
象
業
務
の
遂
行
の
手
段
及
 び 時
間
配
分
の
決
定
 

等
に
関
し
、
当
該
対
象
業
務
に
従
事
す
る
労
働
者
に
 

対
し
使
用
者
が
具
体
的
な
指
示
を
し
な
い
こ
と
。
 

口
 
対
象
業
務
に
従
事
す
る
労
働
者
の
労
働
時
間
の
状
 

況
 に
応
じ
た
当
該
労
働
者
の
健
康
及
び
福
祉
を
確
保
 

す
る
た
め
の
措
置
を
当
該
協
定
で
定
め
る
と
こ
ろ
に
 

よ
り
使
用
者
が
講
ず
る
こ
と
。
 

五
対
象
業
務
に
従
事
す
る
労
働
者
か
ら
の
苦
情
の
処
 

埋
に
 関
、
 
下
 る
措
置
を
当
該
協
定
で
定
め
る
と
こ
ろ
に
 

よ
り
使
用
者
が
講
 ぷ
 
9
 る
こ
と
。
 

人
 
前
各
号
に
掲
げ
る
も
の
の
ほ
か
、
厚
生
労
働
省
令
 

で
 定
め
る
事
項
 

第
三
十
八
条
の
四
第
一
項
 中
 
「
事
業
運
営
上
の
重
要
な
 

決
定
が
行
わ
れ
る
事
業
場
に
お
い
て
、
」
を
削
り
、
「
設
置
さ
 

ね
 た
場
合
」
を
「
設
置
さ
れ
た
事
業
場
」
に
、
「
全
員
の
合
 

意
 」
を
「
五
分
の
四
以
上
の
多
数
に
よ
る
議
決
」
に
改
め
、
 

同
条
第
二
項
第
一
号
 中
 
「
指
名
さ
れ
、
か
っ
、
厚
生
労
働
 

省
ム
 
下
で
定
め
る
と
こ
ろ
に
よ
り
当
該
事
業
場
の
労
働
者
の
 

過
半
数
の
信
任
を
得
て
い
る
」
を
「
指
名
さ
れ
て
い
る
」
 

に
 改
め
、
同
項
第
二
号
を
削
り
、
同
項
第
三
号
を
同
項
 第
 

つ
で
も
退
職
 9
 
ょ
 る
こ
と
が
で
き
る
。
 

附
 ，
 則
 

（
施
行
 期
且
 

第
一
条
こ
の
法
律
は
、
公
布
の
日
か
ら
起
算
し
て
六
月
 

を
 超
え
な
い
範
囲
内
に
お
い
て
政
令
で
定
め
る
日
か
ら
 

施
行
す
る
。
 

@
 
罰
則
に
関
す
る
経
過
措
置
）
 

第
二
条
こ
の
法
律
の
施
行
前
に
し
た
行
為
に
対
す
る
 

罰
 

則
の
適
用
に
つ
い
て
ほ
、
な
お
従
前
の
例
に
よ
る
。
 

伝
 
収
ヨ
 
司
 ）
 

第
三
条
政
府
は
・
こ
の
法
律
の
施
行
後
三
年
を
経
過
し
 

た
場
ム
ロ
 
に
お
い
て
、
こ
の
法
律
に
よ
る
改
正
後
の
労
働
 

基
準
法
第
十
四
条
の
規
定
に
つ
い
て
、
そ
の
施
行
の
状
 

況
を
勘
案
し
つ
つ
検
討
を
加
え
、
そ
の
結
果
に
基
づ
い
 

て
 必
要
な
措
置
を
講
 9
 
ぶ
 る
も
の
と
す
る
。
 

（
地
方
公
務
員
法
の
一
部
 改
垂
 

第
四
条
地
方
公
務
員
法
（
昭
和
二
十
五
年
法
律
第
二
百
 

六
十
一
口
こ
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。
 

第
五
十
八
条
第
三
項
 申
 
「
第
二
条
、
」
を
「
第
二
条
、
 

第
十
四
条
第
二
項
及
 び
 第
三
項
、
第
十
八
条
の
 ニ
、
 
」
に
 、
 

 
 

る
 。
 

後
 
こ
れ
を
交
付
す
る
こ
と
を
要
し
な
い
。
 

第
三
十
八
条
の
三
第
一
項
を
次
の
よ
う
に
改
め
る
。
 

使
用
者
が
、
当
該
事
業
場
に
、
労
働
者
の
過
半
数
で
 

組
織
す
る
労
働
組
合
が
あ
る
と
き
ほ
そ
の
労
働
組
合
、
 

労
働
者
の
過
半
数
で
組
織
す
る
労
働
組
ム
ロ
が
な
い
と
き
 

ほ
 労
働
者
の
過
半
数
を
代
表
す
る
者
と
の
書
面
に
よ
る
 

協
定
に
よ
り
、
次
に
掲
げ
る
事
項
を
定
め
た
場
合
に
お
 

い
て
、
労
働
者
を
第
一
号
に
掲
げ
る
業
務
に
就
か
せ
た
 

と
き
ほ
、
当
該
労
働
者
は
、
厚
生
労
働
省
令
で
定
め
る
 

と
こ
ろ
に
よ
り
、
第
二
号
に
掲
げ
る
時
間
労
働
し
た
も
 

の
と
み
な
す
。
 

一
 
業
務
の
性
質
上
そ
の
遂
行
の
方
法
を
大
幅
に
当
該
 

業
務
に
従
事
す
る
労
働
者
の
裁
量
に
ゆ
だ
れ
 る
 必
要
 

が
あ
る
た
め
、
当
該
業
務
の
遂
行
の
手
段
及
び
時
間
 

配
分
の
決
定
等
に
関
し
使
用
者
が
具
体
的
な
指
示
を
 

す
る
こ
と
が
困
難
な
も
の
と
し
て
厚
生
労
働
省
令
で
 

定
め
る
業
務
の
う
ち
、
労
働
者
に
就
か
せ
る
こ
と
と
 

す
る
業
務
（
以
下
こ
の
条
に
お
い
て
「
対
象
業
務
」
 

と
い
う
ご
 

雇
の
理
由
に
つ
い
て
証
明
書
を
請
求
し
た
場
合
に
お
い
 

て
ほ
 ハ
 
使
用
者
は
、
遅
滞
な
く
こ
れ
を
交
付
し
放
け
れ
 

ば
な
ら
な
い
。
た
だ
し
、
解
雇
の
予
告
が
さ
れ
た
日
以
 

後
に
労
働
者
が
当
該
解
雇
以
外
の
事
由
に
よ
り
退
職
し
 

た
 場
合
に
お
い
て
ば
、
使
用
者
は
、
当
該
退
職
の
日
収
 

 
 

 
 

第
八
十
九
条
第
三
号
 中
 
「
事
項
」
の
下
に
「
（
解
雇
の
事
 

由
を
含
む
。
ご
を
加
え
る
。
 

第
百
十
九
条
第
一
号
 中
一
 ・
第
二
十
二
条
第
三
項
」
を
「
 

第
 

二
十
二
条
第
四
 %
 
 に
改
め
る
。
 

第
百
二
十
条
第
一
号
 申
 
「
第
二
十
二
条
第
一
項
若
し
く
 

ほ
 第
二
項
」
を
「
第
二
十
二
条
第
一
項
か
ら
章
二
項
 ぎ
 &
 
で
 」
 

に
 改
め
る
。
 

附
則
に
次
の
一
条
を
加
え
る
。
 

第
百
三
十
七
条
期
間
の
定
め
の
あ
る
労
働
契
約
二
 定
 

の
事
業
の
完
了
に
必
要
な
期
間
を
定
め
る
も
の
を
 

除
 

き
、
そ
の
期
間
が
一
年
を
超
え
る
も
の
に
限
る
じ
を
 締
 

結
し
た
労
働
者
（
第
十
四
条
第
一
項
各
号
に
規
定
す
る
 

労
働
者
を
除
く
ご
 ほ
 、
労
働
基
準
法
の
一
部
を
改
正
す
 

る
 法
律
（
平
成
十
五
年
法
律
第
百
四
コ
 し
 
附
則
第
三
条
 

に
 規
定
す
る
措
置
が
講
じ
ら
れ
る
ま
で
の
間
、
民
法
第
 

六
百
二
十
八
条
の
規
定
に
か
か
わ
ら
ず
、
当
該
労
働
 契
 

約
の
期
間
の
初
日
か
ら
 
一
 午
を
経
過
し
た
日
以
後
に
お
 

い
て
ほ
、
そ
の
使
用
者
に
申
し
出
る
こ
と
に
よ
り
、
 ぃ
 

 
 

に
よ
る
議
決
」
に
改
め
る
。
 

第
七
十
条
虫
「
第
十
四
条
」
を
「
第
十
四
条
第
一
項
」
 

に
 改
め
る
。
 

労
働
者
が
、
第
二
十
条
第
一
項
の
解
雇
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七 の この 法 五十 交通 定 を 望 月 

六四   一部を 政令を 一口ご 法の一 める政 総 
制約郡令政 埋   大 
す第 政 す 臣 

- 6 。 一正 条す 一 - 法 る 可 Ⅰ 

たる 律 泉 
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善 @  部 ほ 良 

の平 の 

第 第 
期 日、 @ 姐 
を路   
の一部 政 ム T を 政 
@ し年 @ 肉 厚 
こ改 閣生 
に王 
公す 
布る 大大大 

  

  
施 
@ Ⅰ 一 T   

道
路
交
通
法
の
一
部
を
改
正
す
る
法
律
附
則
第
一
条
 た
 

だ
し
書
に
規
定
す
る
改
正
規
定
の
施
行
期
日
は
、
平
成
十
 

六
年
六
月
一
日
と
す
る
。
 

内
閣
総
理
大
臣
小
泉
純
一
郎
 

 
 

酒
類
小
売
業
者
の
経
営
の
改
善
等
に
関
す
る
緊
急
措
置
 

法
の
施
行
期
日
を
定
め
る
政
令
を
こ
こ
に
公
布
す
る
。
 

 
 

平
成
十
五
年
七
月
西
日
 

内
閣
総
理
大
臣
小
泉
純
一
郎
 

政
令
第
一
二
百
二
号
 

酒
類
小
売
業
者
の
経
営
の
改
善
等
に
関
す
る
緊
急
 

措
置
法
の
施
行
期
日
を
定
め
る
政
令
 

内
閣
 は
 、
酒
類
小
売
業
者
の
経
営
の
改
善
等
に
関
す
る
 

緊
急
措
置
法
 
@
 
平
成
十
五
年
法
律
第
三
十
四
Ⅰ
 
し
 
附
則
 第
 

一
条
の
規
定
に
基
づ
き
、
こ
の
政
令
を
制
定
す
る
。
 

酒
類
小
売
業
者
の
経
営
の
改
善
等
に
関
す
る
緊
急
措
置
 

法
の
施
行
朝
日
 は
 、
平
成
十
五
年
七
月
七
日
と
す
る
。
 

財
務
大
臣
塩
川
正
十
郎
 

内
閣
総
理
大
臣
小
泉
純
一
郎
 

酒
類
小
売
業
者
の
経
営
の
改
善
等
に
関
す
る
緊
急
措
置
 

法
施
行
令
を
こ
こ
に
公
布
す
る
。
 

 
 

平
成
十
五
年
七
月
四
日
 

内
閣
総
理
大
臣
小
泉
純
一
郎
 

政
ム
 
T
 第
二
毛
 
旦
 き
耳
 

酒
類
小
売
業
者
の
経
営
の
改
善
等
に
関
す
る
緊
急
 

措
置
法
施
行
令
 

内
閣
は
、
酒
類
小
売
業
者
の
経
営
の
改
善
等
に
関
す
る
 

緊
急
措
置
法
 
n
 
平
成
十
五
年
法
律
第
三
十
四
ロ
し
第
三
条
 

第
一
項
第
一
号
及
 び
 第
四
条
の
規
定
に
基
づ
き
、
こ
の
 政
 

令
を
制
定
ょ
 

9
6
 

。
 

公
正
 
芽
悪
 

第
一
条
こ
の
政
令
に
お
い
て
「
酒
類
」
、
Ⅱ
酒
類
小
売
業
 

免
許
」
・
 
一
 
・
酒
類
小
土
 

霊
茉
者
 」
 又
は
 
「
酒
類
小
売
販
売
場
」
 

と
は
 、
そ
れ
ぞ
れ
酒
類
小
売
業
者
の
経
営
の
改
善
等
に
 

関
す
る
緊
急
措
置
 去
 
（
以
下
「
 
法
 」
と
い
う
ご
第
二
条
 

第
一
項
か
ら
第
四
項
ま
で
に
規
定
す
る
酒
類
、
酒
類
 小
 

売
業
 免
許
、
酒
類
小
売
業
者
又
 は
 酒
類
小
売
 販
ェ
 
一
九
場
 
を
 

い
う
。
 

（
酒
類
小
売
販
売
場
か
ら
除
か
れ
る
も
の
）
 

第
二
条
法
第
三
条
第
一
項
第
一
号
に
規
定
す
る
政
令
で
 

定
め
る
酒
類
小
売
販
売
場
は
 、
 次
に
掲
げ
る
酒
類
小
売
 

販
売
場
と
す
る
。
 

一
 
酒
類
小
売
業
免
許
に
つ
い
て
、
酒
税
法
（
昭
和
二
 

十
八
年
法
律
第
六
ロ
こ
第
九
条
第
二
項
の
規
定
に
よ
 

り
 期
限
が
付
さ
れ
て
い
る
酒
類
小
売
販
売
場
 

二
 
酒
類
小
売
業
免
許
に
つ
い
て
・
酒
税
法
第
十
一
条
 

第
一
項
の
規
定
に
よ
り
 販
零
 ,
 
る
 酒
類
の
範
囲
又
は
 

そ
の
販
売
方
法
に
つ
き
当
該
地
域
の
酒
類
の
需
給
に
 

影
響
を
及
ぼ
す
お
そ
れ
が
少
な
い
も
の
と
し
て
財
務
 

省
令
で
定
め
る
条
件
が
付
さ
れ
て
い
る
酒
類
小
売
 販
 

売
場
 

（
緊
急
調
整
地
域
の
指
定
要
件
）
 

第
三
条
法
第
三
条
第
一
項
第
一
号
に
規
定
す
る
政
令
で
 

定
め
る
要
件
は
 、
 次
の
各
号
の
い
ず
れ
に
も
該
当
す
る
 

こ
と
と
す
る
。
 

一
法
第
三
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
当
該
地
域
を
緊
 

急
調
整
地
域
と
し
て
指
定
し
よ
う
と
す
る
日
 
-
 
次
号
 

に
お
い
て
「
指
定
日
」
と
い
う
ご
の
属
す
る
年
度
 @
 
毎
 

年
 四
月
一
日
か
ら
翌
年
の
三
月
三
十
一
日
ま
で
を
 ぃ
 

-
 
≦
。
以
下
こ
の
条
に
お
い
て
同
じ
。
）
の
初
日
の
四
年
 

前
の
日
か
ら
当
該
年
度
の
前
年
度
 
@
 
以
下
こ
の
項
に
 

お
い
て
「
基
準
年
度
し
と
い
う
ご
の
末
日
ま
で
の
間
 

に
 当
該
地
域
に
お
い
て
酒
類
小
売
業
免
許
 
@
 
前
条
 第
 

一
号
に
規
定
す
る
期
限
文
ほ
同
条
第
二
号
に
規
定
ず
 

る
 条
件
が
付
さ
れ
た
酒
類
小
売
業
免
許
そ
の
他
財
務
 

省
令
で
定
め
る
酒
類
小
売
業
免
許
を
除
く
ご
の
付
与
 

ヌ
は
酒
税
法
第
十
六
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
る
他
の
 

地
域
か
ら
の
酒
類
小
売
販
売
場
（
前
条
各
号
に
掲
げ
 

る
 酒
類
小
売
販
売
場
を
除
く
。
以
下
こ
の
条
に
お
い
 

て
 同
じ
ご
の
移
転
の
許
可
（
次
号
に
お
い
て
「
酒
類
 

小
売
業
免
許
の
付
与
等
」
と
い
う
ご
が
行
わ
れ
て
お
 

り
 、
か
つ
、
基
準
年
度
の
当
該
地
域
の
平
均
小
売
 販
 

売
 数
量
を
、
基
準
年
度
前
三
年
度
内
の
各
年
度
の
当
 

該
 地
域
の
平
均
小
売
販
売
数
量
を
ム
ロ
算
し
た
も
の
の
 

三
分
の
一
に
相
当
す
る
数
量
で
除
し
て
得
た
割
合
 

が
 、
百
分
の
九
十
以
下
で
あ
る
こ
と
。
 

二
基
準
年
度
の
末
日
に
当
該
地
域
に
存
す
る
酒
類
 

小
 

売
 販
売
場
の
基
準
年
度
の
小
売
販
売
数
量
 
-
 
法
第
二
 

条
 第
二
項
に
規
定
す
る
酒
類
販
売
業
者
又
 は
 同
項
に
 

規
定
す
る
酒
類
製
造
業
者
以
外
の
者
に
販
売
さ
れ
た
 

酒
類
の
数
量
を
い
う
。
以
下
こ
の
条
に
お
い
て
 

同
 

じ
ご
を
当
該
酒
類
小
売
販
売
…
の
基
準
年
度
前
三
年
 

皮
内
の
各
年
度
の
小
売
販
売
数
量
を
合
算
し
た
も
の
 

の
 三
分
の
一
に
相
当
す
る
数
量
（
指
定
日
の
属
す
る
 

年
度
の
初
日
の
四
年
前
の
日
以
後
に
酒
類
小
売
業
 免
 

許
の
付
与
等
が
行
わ
れ
た
酒
類
小
売
販
売
場
 又
は
同
 

日
 以
後
に
酒
類
の
販
売
業
を
休
止
若
し
く
ほ
開
始
し
 

 
 

 
 

た
 割
合
が
百
分
の
九
十
以
下
で
あ
る
酒
類
小
売
販
売
 

場
の
数
を
、
基
準
年
度
の
末
日
に
当
該
地
域
に
存
す
 

る
 酒
類
小
売
販
売
場
の
数
で
除
し
て
得
た
割
合
が
 、
 

二
分
の
一
を
超
え
る
こ
と
。
 

2
 
 前
項
第
一
号
の
「
平
均
小
売
販
売
数
量
」
と
ほ
 、
当
 

該
 地
域
に
存
す
る
酒
類
小
売
販
売
場
の
当
該
年
度
の
小
 

売
 販
売
数
量
 
@
 
小
売
販
売
数
量
が
財
務
省
令
で
定
め
る
 

数
量
を
超
え
る
酒
類
小
売
販
売
特
に
あ
っ
て
 は
 、
財
務
 

省
令
で
定
め
る
と
こ
ろ
に
よ
り
算
定
し
た
数
量
）
を
 合
 

訂
 し
て
得
た
数
量
を
当
該
年
度
の
末
日
に
当
該
地
域
に
 

存
す
る
酒
類
小
売
販
売
場
の
数
で
除
し
て
得
た
数
量
を
 

い
う
。
 

（
免
許
の
付
与
等
が
制
限
さ
れ
な
い
場
合
）
 

第
四
条
法
第
四
条
に
規
定
す
る
政
令
で
定
め
る
場
合
 

ぼ
、
 次
に
掲
げ
る
場
合
と
す
る
。
 

一
 
酒
税
法
第
九
条
第
二
項
の
規
定
に
よ
り
期
限
を
付
 

し
て
酒
類
小
売
業
免
許
を
付
与
す
る
場
合
 

二
 
酒
税
法
第
十
一
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
販
売
方
 

法
 と
し
て
通
信
販
売
に
限
る
旨
の
条
件
そ
の
他
販
売
 

す
る
酒
類
の
範
囲
 又
 ぼ
そ
の
販
売
方
法
に
つ
い
て
 当
 

該
 地
域
の
酒
類
の
需
給
に
影
響
を
及
ぼ
す
お
そ
れ
が
 

少
な
い
も
の
と
し
て
財
務
省
令
で
定
め
る
条
件
を
付
 

し
て
酒
類
小
売
業
免
許
を
付
与
す
る
場
合
 

三
 
酒
税
法
第
十
六
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
他
の
地
 

域
か
ら
の
酒
類
小
売
販
売
場
（
酒
類
小
売
業
免
許
に
 

つ
い
て
前
号
に
規
定
す
る
条
件
が
付
さ
れ
て
い
る
 酒
 

類
 小
売
販
売
場
に
限
る
ご
の
移
転
を
許
可
す
る
 場
 ム
ロ
 

国
酒
類
小
売
業
者
で
あ
る
法
人
の
合
併
又
は
分
割
に
 

よ
り
ム
ロ
 
件
後
 存
続
す
る
法
人
若
し
く
は
合
併
に
よ
り
 

設
立
さ
れ
た
法
人
天
 は
 分
割
に
よ
り
事
業
を
承
継
し
 

た
法
人
に
酒
類
小
売
業
免
許
（
酒
類
小
売
販
売
場
を
 

当
該
酒
類
小
売
業
者
の
酒
類
小
売
販
売
場
と
同
一
の
 

場
所
と
す
る
も
の
で
あ
っ
て
、
か
つ
、
当
該
酒
類
 小
 

売
 業
者
の
酒
類
小
売
業
免
許
に
酒
税
法
第
十
一
条
 第
 

一
項
の
規
定
に
よ
り
販
売
す
る
酒
類
の
範
囲
 又
 ば
そ
 

の
 販
売
方
法
に
つ
い
て
条
件
が
付
さ
れ
て
い
る
場
合
 

に
ば
、
当
該
条
件
と
同
一
の
条
件
を
付
す
も
の
に
 限
 

る
 ご
を
付
与
す
る
場
合
そ
の
他
こ
れ
に
類
す
る
場
合
 

と
し
て
財
務
省
令
で
定
め
る
場
合
 

    



か弔 

る 的 る 識   門 は 岩 石、   

要す 。 識ぃ樹 間 約 
と る ）   。 契を ば 
す 専で技 約定   
る 月日 あ 市庁 

改   

@ こ 誠喜 経 て の 定 
就 等度 験 はの め 

、 ほ の 
正 

ケ」 @B 。 早 ス ） " ト， 一 l     

と （ 生 お 
の 当 労 L, 、 

  

期 の   
  

間 各 一 

に 肯 定   
結 の が 門 い い 事 
さ 事定地 て ず ， 業 ， ． . 

れ門 め 丸 綿れの 

第   を該 約 一 該 事宜 的必 

  に め 期 
正見 @ 

の あっ 間 るも 

、 ほ の 

串，非甜 ｜ Ⅲ   
  

ヰ よ よ を 超年を 一の Z イ 一 丁 

て 高大 る た 

該 事宜に業 で 高度 務 門的 める 必要 

      
にい 該働 て る つ の の 

の 知嘉な あ 限て 高大 「 研 
草隷 準専っ 
門 等 に 門 て 究 る。 に 、肖 度の 臣が 専門 

  
縮 れ の 

  

 
 

  

労
働
基
準
法
（
昭
和
二
十
二
年
法
律
第
四
十
九
 

ロ
耳
）
六
献
 

捜
 
@
 
）
 

労
働
基
準
法
の
一
部
を
改
正
す
る
法
律
新
旧
対
 照
 条
文
 



井に 

だ 
し 

万里 月 l 
一 層 
の 

予 
一 
が コ 

さ 

れ 
た 
日 

  
後 
fc 
樺 " 
フコ 

  
者 
が り ミ 

出コ 

該 
奔星 

一 尾 
  
外 
の 

-@ 宙 
由 

に
お
い
て
ほ
、
使
用
者
は
、
・
遅
滞
な
く
こ
れ
 

も
村
矧
り
 
刈
田
川
 
れ
ば
 な
ら
な
い
Ⅱ
 

ま
で
の
間
に
お
い
て
、
 
ぎ
 諒
解
雇
の
理
由
に
（
 

り
 
甜
 

・
Ⅰ
 

押
書
を
請
求
し
 

た
場
合
 

第
二
十
二
条
 

 
 ②

労
働
者
が
 、
 寡

弟
 一
項
 
略
 ）
 

第
二
十
条
第
一
 栢
供
 
の
 解
 一
尾
 
の
ヱ
 
Ⅱ
月
目
一
村
ざ
目
川
村
 

日
か
ら
退
職
の
日
 

（   
上ま Ⅰ @" " 

職 
日 二テ " 丁 

等 
の 

証明   

無
効
と
す
る
。
 

  

当 
で 
あ 
る 

と 

@@9 % Ⅳ い 

め 
ら 

れ 
な ， 
レ Ⅰ 

胡 笏 

ム 
は 

そ 
の 

。 。 T 臣 " 

利を濫 m 下 し｜ 

た 
も 
の 

と 

し 

て 

第
十
八
条
の
二
解
雇
は
、
客
観
的
に
ム
ロ
 

理
的
 
な
理
由
を
欠
き
、
社
会
通
念
上
 

１
１
 

相
 

盆
肝
一
雇
 

）
 

    

結す 

る 

ィ吏 

用 
者 
@- し 

対 
し 

必、 

一 安 
な 

功一     
一 口 

及 
び 

指導を行 ヱソ 

    
と 
が 、 

で 

キさ 

る 

  
③ l 

z-"" サ丁 

政 
官 
庁 
A @@@ ユ 臣 

  
目 @ 
ェ頁 

の 

基 
準 

@@@@ 
関 
し 

期 

め 
間の定の１ 

あ 
る 

労 
  
契 
約 

｜ を締 

 
 

票
な
事
項
に
つ
い
て
の
基
準
を
定
１
 

1
 
１
 1
 
１
 

  
る 
    
と 

を 
未 
然 ， 

｜ 
防 
止 
す 
る 

た 」 

め 

ィ吏 

用 
出 旧 

べ 

講ずぎ労 が 

働 ・ 

契 
約 
の 

期 

聞の ｜ 

  
  
契 
約 
の 

期 
罰 昆 

の 

満 
T 
日寺 

@ ァ ヒ 

お 
レ Ⅱ 

て 
労 
  
碁 

者 
、ど佑 ぬ用 と 

の 

間 
ヰ 。 仁 - 

糸 ， @ "" 万 

争 
が Ⅰ 

生ず｜ 

  
② l 

厚 
生 

労働 

大 
臣 
ヰま 

期 
旧用 月 Ⅱ 

の 

定 
め 
の 

あ 
る 

労 

働 契約の 

締 
ゑま 小口 ' 

七寸 

及 
U 。 、 

当 
誠 - 。 ハ 

労 

    

げ
る
労
働
契
約
を
除
く
。
）
 

 
 二

滴
六
十
歳
以
上
の
労
働
者
と
の
間
に
締
結
 さ
れ
る
労
働
契
約
（
前
号
に
掲
 

  

 
 

 
 

か
 
第
一
 退 一十 （ 
二 繊 
条時 

の 

証明 宗弟   一 ） 

項 

略   

一 一 " l 

掲 結 約 
げ 満 さ 知 
る 六れ 識 
若干 ろ 等 
働歳 労 る 
美咲樹心 
絢士 契要 
き め 約 と 

除労 （ す   
。 音骨業 

） と に 務 
の 掲 に 
Ⅰ 間 ロ ・ 十二 、 ア @  やヰ 耕 - 
ほ ろ た 
緒方 に 
結働就 
さ 突 く 

れ 約者 
る き に 
労 際限 
働 く る 契 
約 ）） 

と
の
間
に
締
 

コ
朋
 

二
号
に
 

2
 



万 
を 
- 一 一 一 口 己 

入 
し 
て 
@ ま 

な 
ら 

な 
Ⅴ 卜 
  

  
  
ろ 
fc 
よ 

@ 

そ 
の 

協 
定 
で 

定 
め 
る @ 
コム ト ー 寸   

苛 目 ｜ 

労働 

し 

た し 

ュも 

の 

と 

み 
みよノ 

、丁 

課
業
務
に
就
か
せ
た
と
き
は
、
当
該
労
働
者
は
 
、
厚
生
労
働
省
令
で
定
め
る
と
 

こ
と
と
す
る
旨
及
び
そ
の
労
働
時
間
の
算
 
建
ほ
つ
い
て
は
当
該
 
協
 ・
走
で
 
定
 

め
る
と
こ
ろ
に
よ
る
こ
と
と
す
る
旨
を
定
め
た
 
場
合
に
お
い
て
、
労
働
者
を
当
 

の
 決
定
等
に
関
し
当
該
業
務
に
従
事
す
る
労
働
 
者
に
対
し
具
・
 
体
 的
な
指
示
を
し
 

/  ・ と 一 及 
す し び 
る て 時   
蒲生 配   
を 弟分 
定働 の 
め 省決 
る 令 定 
と で 等 
と 定 に 
も め 関 
@ る し 

、 業 具 
" 。 ヨ "  か 獲怜 7 ，ム 
該の 的 
業 う な 
務 ち 指 
の か 示 
遂 ら を 
行男 す 
の倒 る 
手者 こ 
丘突 @=  と 

及就 が 
び か 困 

持 せ 難 
間 る な 
直己 こ も 
分 と の 

す 
る 

労 
働 
者 
の 

裁 
一 里 

4     
ゆ 
だ 」 

ね 
る 
必、 

一 安 """ 
が 、 

あ 
る 

た 
め 

当   
百ヌ 

丑 

本坊た物 

の 

琢 毯 、 

Z 7 - 丁 ‥ 

の 

手 
段 

る
 労
働
組
合
が
あ
る
と
き
は
そ
の
労
働
組
合
、
労
 
勘
者
の
過
半
数
で
組
織
す
る
 

労
働
組
合
が
な
い
と
き
は
労
働
者
の
過
半
数
を
 
代
表
す
る
者
と
の
書
面
に
よ
る
 

協
定
に
よ
り
、
業
務
の
性
質
上
そ
の
遂
行
の
方
 
法
を
大
幅
に
当
該
業
務
に
従
事
 

第
三
十
八
条
の
三
使
用
者
が
、
当
該
事
業
場
 に
 、
労
働
者
の
過
半
数
で
組
織
す
 

  
ら 

な 
ⅠⅠ 

  

  

運
動
に
関
す
る
通
信
を
し
、
 
ス
は
 第
一
項
 及
 び
 
l
l
l
l
 

第
二
項
の
証
明
書
に
秘
密
の
記
 

  
関
す
る
通
信
を
し
、
又
は
第
一
項
の
証
明
書
に
 
秘
密
の
記
 旦
ゥ
 
ょ
笠
記
入
し
て
は
な
 

  
を
目
的
と
し
て
、
労
働
者
の
国
籍
、
信
条
、
社
 
全
的
身
分
若
し
く
ほ
労
働
組
合
   
と
し
て
、
労
働
者
の
国
籍
、
信
条
、
社
会
的
 
身
 分
 若
し
く
は
労
働
組
合
運
動
に
 

④
使
用
者
 

｜
 

は
 、
あ
ら
か
じ
め
第
三
者
と
謀
り
 

、
労
働
者
の
就
業
を
妨
げ
る
こ
と
 

  

な， 
レ Ⅱ 
  

 
 

し
な
い
事
項
を
記
入
し
て
は
な
ら
 

 
 

肴
は
、
当
該
退
職
の
日
以
後
、
 

１
１
 
こ
 

 
 

②
前
項
の
証
明
書
に
は
、
労
働
者
の
請
求
し
 な
い
事
項
を
記
入
し
て
ほ
な
ら
な
 

 
 

レ
 

 
 ③

使
用
者
は
、
 
刊
樹
 第
三
者
と
謀
り
、
労
働
 
者
の
就
業
を
妨
げ
る
こ
と
を
目
的
 

3
 

 
 

 
 



第
三
十
八
条
の
四
賃
金
、
労
働
時
間
そ
の
他
 
の
 当
該
事
業
場
に
お
け
る
労
働
条
 

件
 に
関
す
る
事
項
を
調
査
審
議
し
、
事
業
主
に
 
対
し
当
該
事
項
に
つ
い
て
意
見
 

を
 述
べ
る
こ
と
を
目
的
と
す
る
委
員
会
（
使
用
 
者
及
び
当
該
事
業
場
の
労
働
者
 

を
代
表
す
る
者
を
構
成
員
と
す
る
も
の
に
限
る
 
。
）
が
設
置
さ
れ
た
事
業
場
に
 

お
い
て
、
当
該
委
員
会
が
そ
の
委
員
の
五
分
の
四
 

、
，
 

1
1
l
l
 
以
上
の
多
数
に
よ
る
議
決
に
 

一
 

よ
り
次
に
掲
げ
る
事
項
に
関
す
る
決
議
を
し
、
 

か
 つ
 、
使
用
者
が
、
厚
生
労
働
 

省
令
で
定
め
る
と
こ
ろ
に
よ
り
当
該
決
議
を
行
 
政
官
庁
に
届
け
出
た
場
合
に
お
 

い
 て
、
第
二
号
に
掲
げ
る
労
働
者
の
範
囲
に
属
 
す
る
労
働
者
を
当
該
事
業
場
に
 

粒
 け
る
第
一
号
に
掲
げ
る
業
務
に
就
か
ぜ
た
し
」
 き
ほ
 、
当
該
労
働
者
は
、
厚
生
 

労
働
省
令
で
定
め
る
と
こ
ろ
に
よ
り
、
第
三
号
 

に
 掲
げ
る
時
間
労
働
し
た
も
の
 

と
み
な
す
。
 

（
第
一
号
か
ら
第
七
号
ま
で
 
略
 ）
 

②
前
項
の
委
員
会
は
 、
 次
の
各
号
に
適
合
す
 
る
も
の
で
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
 

一
 
当
該
委
員
会
の
委
員
の
半
数
に
つ
い
て
ほ
 
、
 当
該
事
業
場
に
、
労
働
者
の
 

員
 会
が
そ
の
委
員
の
全
員
の
合
意
に
よ
り
次
に
 
掲
げ
る
事
項
に
 

し
 、
か
つ
、
使
用
者
が
、
厚
生
労
働
省
令
で
定
 
め
る
と
こ
ろ
に
 

を
 行
政
官
庁
に
届
け
出
た
場
合
に
お
い
て
、
第
一
 
一
口
 

て
ワ
 

に
掲
げ
 ハ
レ
 

プ
 

に
 属
す
る
労
働
者
を
当
該
事
業
場
に
お
け
る
 
第
 
一
号
に
掲
げ
る
 

た
と
き
ほ
、
当
該
労
働
者
は
、
厚
生
労
働
省
令
 
で
 定
め
る
と
こ
 

三
号
に
掲
げ
る
時
間
労
働
し
た
も
の
と
み
な
す
。
 

（
第
一
号
か
ら
 第
セ
青
 ま
で
 
略
 ）
 

②
前
項
の
委
員
会
は
：
次
の
各
号
に
適
 ム
 ロ
す
 る
も
の
で
な
け
れ
 

一
 
当
該
委
員
会
の
委
員
の
半
数
に
つ
い
て
は
、
 
ヨ
 議
事
業
場
 関

す
る
決
議
を
 

よ
り
当
該
決
議
 

労
働
者
の
範
囲
 

業
務
に
就
か
せ
 

ろ
に
よ
り
、
 第
 

ば
な
ら
な
い
。
 

に
 、
労
働
者
の
 

を
 構
成
員
と
す
る
も
の
に
限
る
。
）
が
設
置
さ
 
ね
 た
場
合
に
お
い
て
、
当
該
 
委
 

｜
 

、
賃
金
、
労
働
時
間
そ
の
他
の
当
該
事
業
場
に
 
お
け
 

項
を
調
査
審
議
し
、
事
業
主
に
対
し
当
該
事
項
 
こ
つ
 

り
 

を
 目
的
と
す
る
委
員
会
（
使
用
者
及
び
当
該
 
事
 業
場
 る

 労
働
条
件
・
に
関
す
る
事
 

い
て
意
見
を
述
べ
る
こ
と
 

の
 労
働
者
を
代
表
す
る
者
 

第
三
十
八
条
の
四
事
業
運
営
上
の
重
要
な
決
 定
 が
行
わ
れ
る
事
業
場
に
お
い
て
 

（
第
二
項
（
 略
こ
 

 
 大

前
各
号
に
掲
げ
る
も
の
の
ほ
か
、
厚
生
 労
 働
省
 ム
ニ
 ピ
 定
め
る
事
項
 

該
 協
定
で
定
め
る
と
こ
ろ
に
よ
り
使
用
者
が
 
｜
が
 

講
ず
る
こ
と
。
 

五 l 

対
象
業
務
に
従
事
す
る
労
働
者
か
ら
の
苦
情
の
処
 

ね
 
１
１
旺
に
関
す
る
措
置
を
当
 

3 者 
ほ の 

よ 健 
り 康 
使及 
用 び 
者福 
が ネ止 

講 を 
ず確 
る ィ呆 

こ す 
と る 

  た 

め 
の 

措 
署 里 
を 
当   

隊協 

定 
で 

定 
め 
る 
レ 

｜ 

四 l 

対
象
業
務
に
従
事
す
る
労
働
者
の
労
働
時
制
引
掛
 １
１
肌
に
応
じ
た
当
該
労
働
 

  
第   
  
工 @" @. 目 

略   

  

｜ 
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わ
れ
た
場
合
に
お
け
る
第
三
十
二
条
の
二
第
一
 
頃
 、
第
三
十
二
条
の
三
、
第
三
 

十
二
条
の
四
第
一
項
か
ら
第
三
項
ま
で
、
第
三
 
十
二
条
の
五
第
一
項
、
第
三
十
 

  

測
 に
よ
り
第
三
十
二
条
の
二
第
一
項
、
第
三
十
 

二
条
の
三
、
第
三
十
二
条
の
四
 

第
一
項
及
び
第
二
項
、
第
三
十
二
条
の
五
第
一
 

頃
 、
第
三
十
四
条
第
二
項
た
だ
 

し
 書
、
第
三
十
六
条
第
一
項
、
第
三
十
八
条
の
 

二
 第
二
項
、
前
条
第
一
項
並
び
 

に
 次
条
第
五
項
及
び
第
六
項
た
だ
し
書
に
規
定
 
す
る
事
項
に
つ
い
て
決
議
が
行
 

  

④
第
一
項
の
規
定
に
よ
る
届
出
を
し
た
 
使
 用
 者
は
、
厚
生
労
働
省
令
で
定
め
る
 

と
こ
ろ
に
よ
り
、
定
期
的
に
、
同
項
第
四
号
に
 
規
定
す
る
措
置
の
実
施
状
況
を
 

行
政
官
庁
に
報
告
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
 

⑤
第
一
項
の
委
員
会
・
に
お
い
て
そ
の
委
員
の
  

 

  

 
 二

 

当
該
委
員
会
の
議
事
に
つ
い
て
、
厚
生
男
 
働
 筈
ム
 ヱ
じ
 定
め
る
と
こ
ろ
に
よ
 

り
 、
議
事
録
が
作
成
さ
れ
、
か
っ
、
保
存
さ
れ
 

る
と
と
も
に
、
当
該
事
業
場
 

の
 労
働
者
に
対
す
る
周
知
が
図
ら
れ
て
い
る
こ
 
と
 。
 

 
 

二
 

前
二
号
に
掲
げ
る
も
の
の
ほ
か
、
厚
生
 
男
 働
 筈
ム
 ニ
 Ⅰ
定
め
る
要
件
 

宙
 五
二
項
 

㊧
 

肪
 

    

り
 、
行
政
官
庁
に
届
け
出
て
い
る
こ
と
。
 

 
 

三
 

当
該
委
員
会
の
議
事
に
つ
い
て
、
厚
生
 
労
 働
 省
令
で
定
め
る
と
こ
ろ
に
 
ょ
 

り
 、
議
事
録
が
作
成
さ
れ
、
か
っ
、
保
存
さ
れ
 
る
と
と
も
に
、
当
該
事
業
場
 

の
 労
働
者
に
対
す
る
周
知
が
図
ら
れ
て
い
る
こ
 
と
 。
 

 
 四

前
 三
号
に
掲
げ
る
も
の
の
ほ
か
、
厚
生
 
労
 働
 省
令
で
定
め
る
要
件
 

（
第
三
項
 
略
 ）
 

④
第
一
項
の
規
定
に
よ
る
届
出
を
し
だ
使
用
 者
は
、
厚
生
労
働
省
令
で
定
め
る
 

と
こ
ろ
に
よ
り
、
定
期
的
に
、
同
項
 ぶ
弟
 四
号
に
 規
定
す
る
措
置
の
実
施
状
況
 そ｜
 

の
他
の
厚
生
労
働
省
令
で
定
め
る
事
項
を
行
政
 
官
庁
に
報
告
し
な
け
れ
ば
な
ら
 

な
い
。
 

 
 ⑤

第
一
項
の
委
員
会
に
お
い
て
そ
の
委
員
の
 全
員
の
合
意
に
よ
り
第
三
十
二
条
 

の
二
 第
一
項
、
第
三
十
二
条
の
三
、
第
三
十
二
 
条
 の
 四
 第
一
項
及
び
第
二
項
、
 

第
三
十
二
条
の
五
第
一
項
、
第
三
十
四
条
第
二
 
項
 た
だ
し
書
、
第
三
十
六
条
 第
 

一
項
、
第
三
十
八
条
の
二
第
二
項
、
前
条
第
一
項
 
並
び
に
次
条
 ゎ
畢
 
五
項
及
び
 第
 

六
項
た
だ
し
書
に
規
定
す
る
事
項
に
つ
い
て
 
決
 議
 が
行
わ
れ
た
場
合
に
お
け
る
 

第
三
十
二
条
の
二
第
一
項
、
第
三
十
二
条
の
三
 
、
第
三
十
二
条
の
四
第
一
項
 か
 

ら
 第
三
項
ま
で
、
第
三
十
二
条
の
五
位
五
項
、
 
第
三
十
四
条
第
三
項
た
だ
し
 
書
 

""l 

当
該
委
員
会
の
設
置
に
つ
い
て
、
厚
生
労
働
省
 

今
 で
定
め
る
と
こ
ろ
に
よ
 

過
半
数
で
組
織
す
る
労
働
組
合
が
あ
る
場
合
に
 

お
い
で
は
ぞ
の
労
働
組
合
、
 

労
働
者
の
過
半
数
で
組
織
す
る
労
働
組
ム
 
ロ
 が
な
 い
場
 八
口
に
お
い
て
ほ
労
働
者
 

の
 過
半
数
を
代
表
す
る
者
に
厚
生
労
働
省
令
で
 

定
め
る
と
こ
ろ
に
よ
り
任
期
 

を
 定
め
て
指
名
さ
れ
て
い
る
こ
と
。
 

過
半
数
で
組
織
す
る
労
働
組
合
が
あ
る
場
合
に
 
お
い
て
ほ
そ
の
労
働
組
合
、
 

労
働
者
の
過
半
数
で
組
織
す
る
労
働
組
合
が
な
 
い
場
 ム
ロ
に
お
い
て
は
労
働
者
 

の
 過
半
数
を
代
表
す
る
者
に
厚
生
労
働
省
令
で
 
定
め
る
と
こ
ろ
に
よ
り
任
期
 

を
 

ん
｜
 

止
め
て
指
名
さ
れ
、
か
つ
、
厚
生
労
働
省
令
 
で
 定
め
る
と
こ
ろ
に
よ
り
 
当
 

該
 事
業
場
の
労
働
者
の
過
半
数
の
信
任
を
得
て
 
い
る
こ
と
。
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（
職
業
訓
練
に
関
す
 

第
セ
 十
条
職
業
能
力
 

十
四
条
第
一
項
（
 
同
 

含
む
。
）
の
認
定
を
 

が
あ
る
場
合
に
お
い
 

る
 特
例
）
 

開
発
促
進
法
（
昭
和
四
十
四
年
法
律
第
六
十
四
口
 こ
第
二
 

法
 第
二
十
七
条
の
二
第
二
項
に
お
い
て
準
用
す
 
る
 場
合
を
 

受
け
て
行
 う
 職
業
訓
練
を
受
け
る
労
働
者
に
つ
 
い
て
必
要
 

て
は
、
そ
の
必
要
の
限
度
で
、
第
十
四
条
第
一
１
１
 
項
の
契
約
 

- 者 申 「 く 桑た 出 「 又立 た 第 " 十 " 一 四 
条
 第
二
項
た
だ
し
書
、
第
三
十
六
条
、
第
三
十
 
八
条
の
二
第
二
項
、
前
条
 第
 

項
 並
び
に
次
条
第
五
項
及
び
第
六
項
た
だ
し
 
書
 の
 規
定
の
適
用
に
つ
い
て
は
 

第
三
十
二
条
の
二
第
一
項
 申
 
「
協
定
」
と
あ
る
 の
ほ
 
「
協
定
若
し
く
ほ
第
三
 

八
条
の
四
第
一
項
に
規
定
す
る
委
員
会
の
決
議
 

（
第
百
六
条
第
一
項
を
除
き
 

以
下
「
決
議
」
と
い
う
。
）
」
と
、
第
三
十
二
 
条
 の
 三
 、
第
三
十
二
条
の
四
 

一
項
か
ら
第
三
項
ま
で
、
第
三
十
二
条
の
五
第
一
 
頃
 、
第
三
十
四
条
第
二
項
 

だ
し
書
、
第
三
十
六
条
第
二
項
、
第
三
 
+
.
 
八
条
 の
二
 第
二
項
、
前
条
第
一
項
 

び
に
次
条
第
五
項
及
び
第
六
項
た
だ
し
書
中
「
 
協
定
」
と
あ
る
の
は
「
協
定
 

は
 決
議
」
と
、
第
三
十
二
条
の
四
第
二
項
 
中
 
「
 同
意
を
得
て
」
と
あ
る
の
 
ば
 

同
意
を
得
て
 、
 又
は
決
議
に
基
づ
き
」
と
、
 
第
 三
十
六
条
第
一
項
 中
 
「
届
け
 

た
 場
合
」
と
あ
る
の
は
「
届
け
出
た
場
合
又
は
 
決
議
を
行
政
官
庁
に
届
け
出
 

場
合
」
と
、
「
そ
の
協
定
」
と
あ
る
の
 
ほ
 
「
 
そ
 の
 協
定
又
は
決
議
」
と
、
 
同
 

第
三
項
 中
 
「
 又
は
 労
働
者
の
過
半
数
を
代
表
す
 
る
ヱ
旧
 
」
と
あ
る
の
は
「
若
し
 

ほ
 労
働
者
の
過
半
数
を
代
表
す
る
者
又
は
同
項
 の 決
議
を
す
る
委
員
」
と
、
 

当
該
協
定
」
と
あ
る
の
 
ほ
 
「
当
該
協
定
文
ほ
 当
 議
決
議
」
と
、
同
条
第
四
項
 

「
又
は
労
働
者
の
過
半
数
を
代
表
す
る
者
」
と
あ
 
る
の
は
「
若
し
く
は
労
働
 

の
 過
半
数
を
代
表
す
る
 
者
 又
は
同
項
の
決
議
を
 す
る
委
員
」
と
す
る
。
 

第 
が 台十 セ （ 

職
業
訓
練
に
関
す
る
特
例
）
 

十
条
職
業
能
力
開
発
促
進
法
就
 叩
和
 四
十
四
 年
 法
律
第
六
十
西
口
こ
第
二
 

四
条
第
一
項
（
同
法
第
二
十
 
セ
 条
の
二
第
二
項
 
に
お
い
て
準
用
す
る
 
場
 ム
ロ
を
 

む
 。
）
の
認
定
を
受
け
で
行
 
う
 職
業
訓
練
を
受
 げ
る
労
働
者
に
つ
い
て
必
要
 

あ
る
 場
ム
ロ
 
に
お
い
て
は
、
そ
の
必
要
の
限
度
で
、
 
第
十
四
条
の
契
約
期
間
、
 

、
第
三
十
六
条
、
 

項
及
び
第
六
項
 た
 

一
項
 申
 
「
協
定
」
 

規
定
す
る
委
員
会
 

う
 。
）
」
と
、
第
 

で
、
第
三
十
二
条
 

条
第
二
項
、
第
三
 

び
 第
六
項
た
だ
し
 

十
二
条
の
四
第
二
 

決
議
に
基
づ
き
」
 

は
「
届
け
出
た
場
 

協
定
」
と
あ
る
の
 

勘
者
の
過
半
数
を
 

を
代
表
す
る
者
 又
 

の
は
「
当
該
協
定
 

半
数
を
代
表
す
る
 

る
 音
叉
 は
 同
項
の
 第

三
十
八
条
の
二
第
二
項
、
前
条
第
一
項
並
び
 

に
 次
条
第
五
 

だ
し
書
の
規
定
の
適
用
に
つ
い
て
は
、
第
三
十
 

二
条
の
二
集
 

と
あ
る
の
 ぼ
 
「
協
定
若
し
く
ほ
第
三
十
八
条
の
 四
 第
一
項
 に
 

の
 決
議
案
百
六
条
第
一
項
を
除
き
、
以
下
「
 決
議
」
と
い
 

三
十
二
条
の
三
、
第
三
十
二
条
の
四
第
一
項
 
か
 ら
 第
三
項
 ま
 

0
 玉
第
一
項
、
第
三
十
四
条
第
二
項
だ
だ
し
 
書
 
第
三
十
六
 

十
八
条
の
二
第
二
項
、
前
条
第
一
項
並
び
に
 
次
 条
 第
五
項
 及
 

書
中
「
協
定
」
と
あ
る
の
は
「
協
定
又
は
決
議
 

一
と
 、
第
三
 

項
申
 
「
同
意
を
得
て
」
と
あ
る
の
は
「
同
意
を
 得
て
 、
又
は
 

と
 、
第
三
十
六
条
第
一
項
 
中
 
「
届
け
出
た
場
合
 一
 と
あ
る
の
 

合
 又
は
決
議
を
行
政
官
庁
に
届
け
出
た
場
合
」
 
と
、
 
「
そ
の
 

は
 
「
そ
の
協
定
文
ほ
決
議
」
と
、
同
条
第
三
項
 
甲
 
「
又
は
労
 

代
表
す
る
者
」
と
あ
る
の
は
「
若
し
く
は
労
働
 
者
の
過
半
数
 

は
 同
項
の
決
議
を
す
る
委
員
」
と
、
「
当
該
 
協
 定
 」
と
あ
る
 

ス
は
 当
該
決
議
」
 と
 、
同
条
第
四
項
 中
 
「
又
は
 "
 
万
働
 者
の
過
 

者
 」
と
あ
る
の
は
「
若
し
く
は
労
働
者
の
過
半
 
数
を
代
表
す
 

決
議
を
す
る
委
員
」
と
す
る
。
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か弔 

一   文 盲         
久 久 久 。 井 一   の 

、 円 次 
  
  
か   ら 

が 弟   十 
万 

  
ま 
で   

条セ 六 六 二 第 る す 略 
第十十条十千 。 る 

  

二五 二第二 六 者 
しよ ケ @ 、 

項 " 条条一倉 か " 靖笛 条 " 
    第十 第九 ら第 - か 空ハ ただ 四項 れ 

十七十 し 、 七 乞 Ⅰ 

  

月     
T 
の 

      

（
作
成
及
び
届
出
の
義
務
）
 

第
八
十
九
条
常
時
十
人
以
上
の
労
働
者
を
使
 用
 す
る
使
用
者
は
、
次
に
掲
げ
 

事
項
に
つ
い
て
就
業
規
則
を
作
成
し
、
行
政
官
 
庁
 に
届
け
出
な
け
れ
 ば
 な
ら
 

い
 。
次
に
掲
げ
る
事
項
を
変
更
し
た
場
合
に
お
 ぃ
，
 
て
も
，
同
様
と
す
る
。
 

（
第
一
号
及
び
第
二
号
 
略
 ）
 

三
 
退
職
に
関
す
る
・
事
項
（
解
雇
の
事
由
を
含
 
払
｜
 
し
 
。
）
 

な る 

期
間
、
第
六
十
二
条
及
び
第
六
 

有
害
業
務
の
就
業
制
限
並
び
に
 

及
び
女
性
の
坑
内
労
働
の
禁
止
 

別
段
の
定
め
を
す
る
こ
と
が
で
 

ぬ
 労
働
の
禁
止
に
関
す
る
規
定
 

し
て
は
、
こ
の
限
り
で
な
い
。
 

十
四
条
の
三
の
年
少
者
及
び
妊
産
婦
等
の
危
険
 

か
畢
 
八
十
三
条
及
び
第
六
十
四
条
の
二
の
年
少
者
 

に
関
す
る
規
定
に
つ
い
て
、
厚
生
労
働
省
令
で
 

き
る
。
た
だ
し
、
第
六
十
三
条
の
年
少
者
の
坑
 

に
つ
い
て
は
、
 満
 十
六
才
に
満
た
な
い
者
に
関
 

第
 百
十
九
条
次
の
各
号
の
一
に
該
当
す
る
者
は
、
 こ
れ
を
 六
 箇
月
以
下
の
懲
役
 

又
は
 三
十
万
円
以
下
の
罰
金
に
処
す
る
。
 

一
 
第
三
条
、
第
四
条
、
第
 セ
条
 、
第
十
六
条
、
 第
十
七
条
、
第
十
八
条
第
一
 

項
、
第
十
九
条
、
第
二
十
条
、
第
二
十
二
条
 

１
 

奉
 二
店
（
、
第
三
十
二
条
、
第
二
一
 

十
四
条
、
第
三
十
五
条
、
第
三
十
六
条
第
一
項
 
た
だ
し
書
、
第
三
十
 
セ
条
、
 

第
三
十
九
条
、
第
六
十
一
条
、
第
六
十
二
条
、
 
第
六
十
四
条
の
三
か
ら
第
六
 

十
セ
条
 ま
で
、
 第
セ
 十
二
条
、
第
七
十
五
条
 
か
 ら
 第
七
十
 セ
条
 ま
で
、
第
七
 

十
九
条
、
第
八
十
条
、
第
九
十
四
条
第
二
項
、
 
第
九
十
六
条
 文
は
 第
百
四
条
 

定
弟
 三
号
の
二
か
ら
第
十
号
ま
で
 

ぬ
巴
 

（
作
成
及
び
届
出
の
義
務
）
 

第
八
十
九
条
常
時
十
人
以
上
の
労
働
者
を
使
 用
 す
る
 

事
項
に
つ
い
て
就
業
規
則
を
作
成
し
、
行
政
官
 
庁
に
 

い
 。
次
に
掲
げ
る
事
項
を
変
更
し
た
場
合
に
お
 
い
て
 

（
第
一
号
及
び
第
二
号
 
略
 ）
 

三
 
退
職
に
関
す
る
事
項
 

使
用
者
は
、
次
に
掲
げ
る
 

届
け
出
な
け
れ
ば
な
ら
な
 

も
、
同
様
と
す
る
。
 

性
の
坑
内
労
働
の
禁
止
に
関
す
る
 
規
 ・
走
に
っ
 
ぃ
 て
 、
厚
生
労
働
省
令
で
別
段
の
 

定
め
を
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
た
だ
し
、
第
六
 
十
三
条
の
年
少
者
の
坑
内
労
働
 

、
こ
の
限
り
で
な
い
。
 

の
 禁
止
に
関
す
る
規
定
に
つ
い
て
ほ
：
 
満
 十
六
 オ
に
 満
た
な
い
者
に
関
し
て
は
 

  

第
六
十
二
条
及
び
第
六
十
四
条
の
三
の
年
少
者
 
&
 び
 妊
産
婦
等
の
危
険
有
害
 業
 

務
の
就
業
制
限
並
び
に
か
 空
 八
十
三
条
及
び
 第
 ・
一
八
 

十
四
条
の
二
の
年
少
者
及
び
女
 

 
 

 
 

@
@
@
@
 



な
 期
間
を
定
め
る
も
の
を
除
き
、
そ
の
期
間
が
 

  

）
を
締
結
し
だ
労
働
者
（
第
十
四
条
第
一
項
 

各
号
に
規
定
す
る
労
働
者
を
除
く
１
 

1
 １
 1
 

。
）
 ほ
 、
労
働
基
準
法
の
一
部
を
改
正
す
る
 

法
 律
 （
平
成
十
五
年
法
律
第
百
四
 

口
巴
 附
則
第
三
条
に
規
定
す
る
措
置
が
講
じ
 

 
 

第 
百         
十 
七 
条 

期
間
の
定
め
の
あ
る
労
働
契
約
二
定
の
事
業
１
 
0
 完
了
に
必
要
１
 

第
九
十
条
第
一
項
、
第
九
十
一
条
、
第
九
十
五
 
条
 第
一
項
若
し
く
は
第
二
項
 

、
第
九
十
六
条
の
二
第
一
項
、
第
百
五
条
 

谷
簗
 百
条
第
三
項
に
お
い
て
準
用
 

す
る
場
合
を
含
む
。
）
 
又
は
 第
百
六
条
か
ら
 第
 百
九
条
ま
で
の
規
定
に
違
反
 

し
た
者
 

安
東
二
号
か
ら
第
五
号
ま
で
 
略
 ）
 

  

第
百
二
十
条
次
の
各
号
の
一
に
該
当
す
る
者
  

 

す
る
。
 

一
 第
十
四
条
、
第
十
五
条
第
一
項
若
し
く
 
ぼ
 第
三
項
、
第
十
八
条
 第
セ
項
、
 

第
二
十
二
条
第
一
項
か
ら
第
三
項
ま
で
、
第
二
 

十
三
条
か
ら
第
二
十
七
条
 
ま
 

で
、
第
三
十
二
条
の
二
第
二
項
（
第
三
十
二
条
 

0
 匹
第
四
項
及
び
第
三
十
二
 

条
 の
 五
 第
三
項
に
お
い
て
準
用
す
る
場
合
を
含
 む
 。
）
、
第
三
十
二
条
の
五
 

第
二
項
、
第
三
十
三
条
第
一
項
た
だ
し
書
、
第
 
三
十
八
条
の
二
第
三
項
（
 第
 

三
十
八
条
の
三
第
二
項
に
お
い
て
準
用
す
る
 
場
 ム
ロ
を
含
む
。
）
、
第
一
十
二
，
 

七
 

条
か
ら
第
五
十
九
条
ま
で
、
第
六
十
四
条
、
第
 
六
十
八
条
、
第
八
十
九
条
、
 

  

第
百
二
十
条
次
の
各
号
の
一
に
該
当
す
る
者
 、
二
一
ヰ
 

・
 
ま
 

p
5
 

ょ
 

。
 

一
 
第
十
四
条
、
第
十
五
条
第
一
項
若
し
く
は
 
第
 一
 
"
 一
 

第
二
十
二
条
第
一
項
若
し
く
は
第
二
項
、
第
二
 
十
 

で
、
第
三
十
二
条
の
二
第
二
項
（
第
三
十
二
条
 
の
 

条
 の
 五
 第
三
項
に
お
い
て
準
用
す
る
場
合
を
含
 
む
 

第
二
項
、
第
三
十
三
条
第
一
項
た
だ
し
書
、
第
一
 一
 

三
十
八
条
の
三
第
二
項
に
お
い
て
準
用
す
る
湯
ム
 
 
 

条
か
ら
第
五
十
九
条
ま
で
、
第
六
十
四
条
、
第
二
 
Ⅰ
 
/
 

第
九
十
条
第
一
項
、
第
九
十
一
条
、
第
九
十
五
 
条
 

、
第
九
十
六
条
の
二
第
一
項
、
第
百
五
条
（
 
第
 百
 

す
る
 場
ム
口
 
を
含
む
。
）
 
又
は
 第
百
六
条
か
ら
 第
 百
 

し
た
者
 

（
第
二
号
か
ら
第
五
号
ま
で
 
略
 ）
 

十
万
円
以
下
の
罰
金
に
処
 

頃
 、
第
十
八
条
 第
セ
頃
 、
 

三
条
か
ら
第
二
十
 セ
 条
 ま
 

四
 第
四
項
及
び
第
三
十
二
 

。
）
、
第
三
十
二
条
の
五
 

十
八
条
の
二
第
三
項
（
第
 

を
含
む
。
）
、
第
五
十
 
セ
 

十
八
条
、
第
八
十
九
条
、
 

第
一
項
若
し
く
ほ
第
二
項
 

条
 第
三
項
に
お
い
て
準
用
 

九
条
ま
で
の
規
定
に
違
反
 

第
二
項
の
規
定
に
違
反
し
た
者
 

第
二
項
の
規
定
に
違
反
し
た
者
 

（
第
二
号
か
ら
第
四
号
ま
で
 

略
 ）
 

（
第
二
号
か
ら
第
四
号
ま
で
 

略
 ）
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い き 二 
つ経十 
で過 八 
も し 条 
退 た の 
織 目 規 
す以定 
る 後 @ 
こ は か 
と お か 
が い わ 
で て も 
き はず る 

。 そ 当 

諸持 使 の 

者契 
に 約 

    
る の 
こ 初 
と 日 

は か 
よ ら 

  

O
 
ノ
 



    

地 
万   ノ ⅠⅠ 幸 "" 

律 務 Ⅰ 

貝   法 
  

員事第 の 貢 法衛視 災 、 条条 衛 日方 口 

  @" ゆ - ロ   

改 一十 

五 
年 

  玉 名宝 弟 茎韮 

    第   
第 @ こ 一 
力，   

" 占 """"   
一 条 

｜ 一百 

    六十一 

  ロ百 ｜ ） @ 

ダ秘 （   

    
3 第 

T 工 （ 条第 第七条ま び第 、地 『 法 る 勤務 働安 職員 法律 務 条 部法 る 員条 ま 三十 、 二男十個 

の法 方金十三十五での 得策 条件 衛 金 に関 第六 件に 一頁 エ Z 分、 紛 口 コ 及 で 第三 条の 働基 八条 

地 八十 行 の 部十 し 親分 九   
  

  
現 

書笈 掲法 こ び 条 l % 一 一朱 ゎ 補びげ 別れに 船 
    

  

  
ァ ヤ -.- 丁 

  
  

  る 勤王   す船 三の三 

10 
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方
 公
務
員
災
害
補
償
法
（
昭
和
四
十
二
年
法
律
 

第
百
二
十
 

頃
 に
規
定
す
る
者
以
外
の
職
員
に
関
し
て
は
 
適
 用
 す
る
。
 

案
 四
項
 
略
 ）
 

 
 

一
コ
 一
ウ
 ）
 

か
果
 一
一
条
 ぬ
東
 
一
 

 
 

｜
   

十
一
口
こ
第
二
条
 第
 

察
 四
項
 
略
 ）
 

    

頃
 
に
規
定
す
る
者
以
外
の
職
員
に
関
し
 

 
 



（ し に - 員大兄定員 で 

第 な行の条 休す災及 
二ぃ政採 の 葉 る害び 
頃 。 不用二等者 補船 

股寄 、 ほ ぼ 償員 
略 審 に第閑適法 法   

査閲 セす用 （ 第 
浩す 集 る さ 昭人 
（ る 及 法れ和 士 
昭法び律 る 四 九 
和佳 第 （ 場 十条     

か   
浩二方法 。 第十 
律 年金葎）百六 

共 第 を 二 条 

  

  

  ） 一   

0 号 職 凹 地二部 
規 ）の 条 芳美食 
定第任第 全篇（ 
は 六期 工務一 地 

、 集村 項 貫頂 方 公務 適用並び、第研究 ｜ の育 規 に ｜ 

第
三
項
 中
 労
働
基
準
法
第
 セ
 十
五
条
か
ら
第
八
 
十
八
条
ま
で
及
び
船
員
法
第
八
 

十
九
条
か
ら
第
九
十
六
条
ま
で
に
係
る
部
分
を
 
除
く
。
）
、
地
方
公
務
員
の
育
 

児
 休
業
等
に
関
す
る
法
律
（
平
成
三
年
法
律
 
第
 百
十
 ロ
 
こ
第
四
条
第
二
項
、
 

第
 

一
八
条
の
 
ニ
、
第
セ
 条
及
び
第
九
条
、
地
方
公
共
 
団
体
の
一
般
職
の
任
期
 
付
 研
究
 

員
の
採
用
等
に
関
す
る
法
律
（
平
成
十
二
年
法
 
律
 第
五
十
一
口
乙
第
六
条
並
び
 

に
 行
政
不
服
審
査
法
（
昭
和
三
十
 
セ
年
 法
律
 案
 百
六
十
ロ
こ
の
規
定
は
、
適
用
 

し
な
い
。
 

奉
盾
 " 
蜂
 

 
 

  
@ 
第 
十 
/ Ⅰ 

条 
の   
  
@ 
係 
る 

部 
  分 
並 
び 
｜ 
同 
法 
第 
耳て 

十 
五 
ノミ 

か 
ら 

第 
/ Ⅰ 

十 
/ Ⅰ 

条 
甘ト 

  

五
十
八
条
（
同
条
第
三
項
 
中
 労
働
基
準
法
第
，
 

丁
四
条
第
二
項
及
び
第
三
項
並
び
 

１
 1
1
l
 

（
他
の
法
律
の
適
用
除
外
）
 

第
三
十
九
条
企
業
職
員
に
つ
い
て
は
、
地
方
 
公
務
員
法
第
五
条
、
第
八
条
 察
 

一
項
第
五
号
、
第
三
項
及
び
第
四
項
を
除
く
。
）
 
、
第
二
十
三
条
か
ら
第
二
十
 

六
条
ま
で
、
第
三
十
 セ
条
 、
第
三
十
九
条
第
三
 項
 、
第
四
十
条
第
二
項
、
第
四
 

十
六
条
か
ら
第
四
十
九
条
ま
で
、
第
五
十
二
条
 か
ら
第
五
十
六
条
ま
で
及
び
 
第
 

  

第   
  
条 
第   
ェ一 具 

ヰ， し 

規 

す 走 
る 

セ 旧 
@, ヒ 

適 
用 
さ 

れ 
る 

土日 笏 
ム   
@ 
限 
@ 

第 
五 
十 
/ Ⅰ 

条 

五
十
八
条
 
（
地
方
公
務
員
災
害
補
償
法
（
昭
和
四
十
二
年
法
 
律
 第
百
二
十
一
号
 

    

改 

一 正 

% み 

一
丁
 

珪
 。
 
ノ
 

z
@
4
@
 

（
他
の
法
律
の
適
用
除
外
）
 

第
三
十
九
条
企
業
職
員
に
つ
い
て
は
、
地
方
 な
務
 員
法
第
五
条
、
第
八
 

一
項
第
五
号
、
第
三
項
及
び
第
四
項
を
除
く
。
）
 
、
第
二
十
三
条
か
ら
 

六
条
ま
で
、
第
三
十
 セ
条
 、
第
三
十
九
条
第
三
 
項
 、
第
四
十
条
第
二
項
 

十
六
条
か
ら
第
四
十
九
条
ま
で
、
第
五
十
二
条
 
か
ら
第
五
十
六
条
ま
で
 

条
宙
局
 

第
二
十
 

、
第
四
 

及
び
 第
 

王
地
方
公
営
企
業
法
（
昭
和
二
十
七
年
法
律
 第
二
百
九
十
二
ロ
 
こ
 

抄 （   
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法
 
（
昭
和
二
十
二
年
法
律
第
四
十
九
ロ
こ
第
三
 
十
二
条
の
二
第
一
項
、
第
三
十
 

二
条
の
三
、
第
三
十
二
条
の
四
第
一
項
及
び
 
第
 二
項
、
第
三
十
二
条
の
五
第
一
 

頃
 、
第
三
十
四
条
第
二
項
た
だ
し
書
、
第
三
十
 

六
条
第
一
項
、
第
三
十
八
条
の
 

二
 第
二
項
、
第
三
十
八
条
の
三
第
一
項
並
び
に
 

睾
二
十
九
条
第
五
項
の
規
定
（
 

こ
れ
ら
の
規
定
の
う
ち
、
同
法
第
三
十
二
条
の
 

二
 第
一
項
、
第
三
十
二
条
の
三
 

、
第
三
十
二
条
の
四
第
一
項
及
び
第
二
項
並
び
 

に
 第
三
上
上
八
条
第
一
項
の
規
定
 

に
あ
っ
て
は
労
働
者
派
遣
事
業
の
適
正
な
運
営
 

の
 確
保
及
び
派
遣
労
働
者
の
就
 

業
 条
件
の
整
備
等
に
関
す
る
法
律
（
昭
和
六
十
 年
 法
律
第
八
十
八
号
。
以
下
 
こ
 

の
 -
 
条
に
お
い
て
「
労
働
者
派
遣
法
」
と
い
う
。
）
 

第
四
十
四
条
第
二
項
の
規
定
 

に
よ
り
読
み
替
え
て
適
用
す
る
場
合
を
、
労
働
 

基
準
法
第
三
十
八
条
の
二
第
二
 

項
及
び
第
三
十
八
条
の
三
第
一
項
の
規
定
に
あ
 

っ
て
 は
 労
働
者
派
遣
法
第
四
十
 

口
条
 第
五
項
の
規
定
に
よ
り
読
み
替
え
て
適
用
 
す
る
場
合
を
含
む
。
以
下
こ
の
 

条
 に
お
い
て
「
労
働
時
間
に
関
す
る
規
定
」
と
 

い
う
 。
）
に
規
定
す
る
事
項
に
 

つ
い
て
決
議
が
行
わ
れ
た
と
き
は
、
当
該
労
働
 
時
間
短
縮
推
進
委
員
会
に
係
る
 

律
 第
四
十
九
口
こ
第
三
十
二
条
の
二
第
一
項
、
 

第
三
十
二
条
の
三
、
第
三
十
二
 

条
 の
 四
 第
一
項
及
び
第
二
項
、
第
三
十
二
条
の
 

五
 第
一
項
、
第
三
十
四
条
第
二
 

項
 た
だ
し
書
、
第
三
十
六
条
第
一
項
、
第
三
十
 

八
条
の
二
第
二
項
、
第
三
十
八
 

条
 の
 三
 第
一
項
並
び
に
第
三
十
九
条
第
五
項
の
 

規
定
こ
れ
ら
の
規
定
の
う
ち
 

同
法
第
三
十
二
条
の
二
第
一
項
、
第
三
十
二
条
 

の
三
 、
第
三
十
二
条
の
四
集
 

一
項
及
び
第
二
項
並
び
に
第
三
十
・
一
八
条
第
一
項
 

の
 規
定
に
あ
っ
て
は
労
働
者
派
 

遺
事
業
の
適
正
な
運
営
の
確
保
及
び
派
遣
労
働
 

者
の
就
業
条
件
の
整
備
等
に
関
 

す
る
法
律
（
昭
和
六
十
年
法
律
第
八
十
八
号
。
 

以
下
こ
の
条
に
お
い
て
「
 
方
働
 

者
 派
遣
 法
 」
と
い
う
。
）
第
四
十
四
条
第
二
項
 

の
 規
定
に
よ
り
読
み
替
え
て
 
適
 

用
 す
る
場
合
を
、
労
働
基
準
法
第
三
十
八
条
の
 

一
 勇
二
項
及
び
第
三
十
八
条
の
 

三
 第
一
項
の
規
定
に
あ
っ
て
は
労
働
者
派
遣
法
 

第
四
十
四
条
第
五
項
の
規
定
に
 

よ
り
読
み
替
え
て
適
用
す
る
場
合
を
含
む
。
 

以
 下
 こ
の
条
に
お
い
て
「
労
働
時
 

間
 に
関
す
る
規
定
」
と
い
う
。
）
に
規
定
す
る
 

古
 ヲ
 項
に
つ
い
て
決
議
が
行
わ
れ
 

た
と
き
は
、
当
該
労
働
時
間
短
縮
推
進
委
員
会
 

に
 係
る
事
業
場
の
使
用
者
 宙
刀
 

改
 

正
 

案
 

一
丁
 

胡
 。
 

ノ
 
Ⅰ
 

 
 

（
労
働
時
間
短
縮
推
進
委
員
会
の
決
議
に
係
る
半
 刀
働
 基
準
法
の
適
用
の
特
例
）
 

（
労
働
時
間
短
縮
推
進
委
員
会
の
決
議
に
係
る
労
 
働
 基
準
法
の
適
用
の
特
例
）
 

第
セ
条
 

前
条
に
規
定
す
る
委
員
会
の
う
ち
 
事
 業

場
 ご
と
の
も
の
で
あ
っ
て
次
の
第
 セ
条
ュ
 別
条
に
規
定
す
る
委
員
会
の
う
ち
事
業
場
ご
と
の
 
も
の
で
あ
っ
て
次
の
 

を
 号
に
適
合
す
る
も
の
（
以
下
こ
の
条
に
お
 
い
 て
 
「
労
働
時
間
短
縮
推
進
委
員
各
号
に
適
 
ム
 口
 す
る
も
の
（
以
下
こ
の
条
に
お
い
て
「
労
働
時
 

間
短
縮
推
進
委
員
 

会
 」
と
い
う
。
）
が
設
置
さ
れ
て
い
る
場
合
に
 

お
い
て
、
労
働
時
間
短
縮
推
進
会
」
と
 ぃ
，
 
え
 
）
が
設
置
さ
れ
て
い
る
場
合
に
お
い
て
、
 
労
 働
 時
間
短
縮
推
進
 

委
員
会
で
そ
の
委
員
の
五
分
の
四
以
上
の
多
数
 
に
よ
る
議
決
に
よ
り
労
働
基
準
委
員
会
で
１
 

1
1
I
l
@
 
 、
，
 

そ
の
委
員
の
全
員
の
合
意
に
よ
り
労
働
基
準
法
 

（
昭
和
二
十
二
年
法
 

  

四 

労働 

日寺 

前 斤 

の 

短 
縮 
の 

促 
進 
@ 
関 
す 
る 

臨 
日七 T 

@ 措 畳 
法
軍
 
・
 成
 四
年
法
律
第
九
十
三
 ％ ）
（
 抄
 ）
 

 
 

  

１
コ
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二
 
当
該
委
員
会
の
議
事
こ
つ
 
、
て
、
 

り
 、
議
事
録
が
作
成
さ
れ
、
か
っ
 
、
 

 
 

二
 

前
二
号
に
掲
げ
る
も
の
の
ほ
か
、
 

厚
生
労
働
省
令
で
定
め
る
と
こ
ろ
に
よ
 

保
存
さ
れ
て
い
る
こ
と
。
 

厚
生
労
働
省
令
で
定
め
る
要
件
 

 
 

  
事
業
場
の
使
用
者
（
労
働
基
準
法
第
十
条
に
 
規
 定
 す
る
使
用
者
を
い
 う
 。
）
に
 

つ
い
て
ほ
、
労
働
基
準
法
第
三
十
二
条
の
二
集
 

一
項
 中 
「
協
定
」
と
あ
る
の
は
 

「
協
定
（
労
働
時
間
の
短
縮
の
促
進
に
関
す
る
 
臨
 時
 措
置
法
第
七
条
に
規
定
す
 

る
 労
働
時
間
短
縮
推
進
委
員
会
の
決
議
（
第
三
 
十
二
条
の
四
第
二
項
及
び
第
三
 

十
六
条
第
三
項
に
お
い
て
「
決
議
」
と
い
う
。
 
）
を
含
む
。
次
項
、
第
三
十
二
 

条
 の
 四
 第
四
項
、
第
三
十
二
条
の
五
第
三
項
、
 
第
二
十
六
条
第
三
項
及
び
第
四
 

頃
 、
第
三
十
八
条
の
二
第
三
項
並
び
に
第
三
十
 
八
条
の
三
第
二
項
を
除
き
、
 
以
 

下
 同
じ
。
）
」
と
、
同
法
第
三
十
二
条
の
四
集
 
二
項
 申
 
「
同
意
」
と
あ
る
の
 
ほ
 

「
同
意
（
決
議
を
含
む
。
）
」
と
、
同
法
第
三
十
 
六
条
第
三
項
 申
 
「
代
表
す
る
 

者
 」
と
あ
る
の
は
「
代
表
す
る
者
（
決
議
を
す
 

る
 委
員
を
含
む
。
次
項
に
お
い
 

て
 同
じ
。
）
」
と
、
「
当
該
協
定
」
と
あ
る
の
 

は
 「
当
該
協
定
（
当
該
決
議
を
 

含
む
。
）
」
と
し
て
、
労
働
時
間
に
関
す
る
 
規
 定
 
（
同
法
第
三
十
二
条
の
四
 第
 

三
項
及
び
第
三
十
六
条
第
二
項
か
ら
第
四
項
 
ぎ
 （
 
で
の
規
定
を
含
む
。
）
及
び
同
 

法
 第
百
六
条
第
一
項
の
規
定
・
を
適
用
す
る
。
 

（
 
か
 
東
一
号
 
略
 ）
 

働
 基
準
法
第
十
条
に
規
定
す
る
使
用
者
を
 
い
う
 。
）
に
つ
い
て
ほ
、
労
働
基
準
 

法
 第
三
十
二
条
の
二
第
一
項
 
中
 
「
協
定
」
と
あ
 
る
の
ば
 
「
協
定
（
労
働
時
間
の
 

短
縮
の
促
進
に
関
す
る
臨
時
措
置
法
第
 
セ
 条
に
 規
定
す
る
労
働
時
間
短
縮
推
進
 

委
員
会
の
決
議
案
三
十
二
条
の
四
第
二
項
 及
 び
 第
三
十
六
条
第
三
項
に
お
い
 

て
 
「
決
議
」
と
い
う
。
）
を
含
む
。
次
項
、
 筆
 二
十
二
条
の
四
第
四
項
、
第
三
 

十
二
条
の
五
第
三
項
、
第
三
十
六
条
第
三
項
 
及
 び
 第
四
項
、
第
三
十
八
条
の
二
 

第
三
項
並
び
に
第
三
十
八
条
の
三
第
二
項
を
除
 
き
、
以
下
同
じ
。
）
」
と
、
 
同
 

法
 第
三
十
二
条
の
四
第
二
項
 
中
 
「
同
意
」
と
あ
 
る
の
は
「
同
意
（
決
議
を
含
む
 

。
）
」
と
、
同
法
第
三
十
六
条
第
三
項
 
申
 
「
 
代
 表
す
る
者
」
と
あ
る
の
は
「
 
代
 

表
す
る
者
（
決
議
を
す
る
委
員
を
含
む
。
次
項
 
に
お
い
て
同
じ
。
）
」
と
、
「
 

当
該
協
定
」
と
あ
る
の
は
「
当
該
協
定
（
当
該
 
決
議
を
含
む
。
）
」
と
し
て
、
 

労
働
時
間
に
関
す
る
規
定
（
同
法
第
三
十
二
条
 
0
 匹
第
三
項
及
び
第
三
十
六
条
 

第
二
項
か
ら
第
四
項
ま
で
の
規
定
を
含
む
。
）
 
及
び
同
法
第
百
六
条
第
一
項
 
の
 

規
定
を
適
用
す
る
。
 

（
 
か
昂
 一
目
て
つ
昭
一
）
 

 
 二

 

当
該
委
員
会
の
設
置
に
つ
い
て
、
厚
生
 
方
 働
 省
令
で
定
め
る
と
こ
ろ
に
よ
 

り
 、
労
働
基
準
監
督
署
長
に
届
け
出
て
い
る
こ
 
と
 。
 

 
 

三
 

当
該
委
員
会
の
議
事
に
つ
い
て
、
厚
生
 
労
 働
 省
令
で
定
め
る
と
こ
ろ
に
よ
 

り
 、
議
事
録
が
作
成
さ
れ
、
か
っ
、
保
存
さ
れ
 
て
い
る
こ
と
。
 

 
 

日
 

前
三
号
に
掲
げ
る
も
の
の
ほ
か
、
厚
生
方
 
働
 省
令
で
定
め
る
要
件
 

 
 

 
 

 
 

 
 

14 




